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《投 票 日》　11月20日㈰
《投票時間》　午前７時～午後６時
　※白河地域の投票時間が今までとは異なりますので、  
　　ご注意ください。

※当日はふくしま駅伝が実施されます。コース付近の投票    
所で投票される場合は、交通規制時間等にご注意ください。

《投票所》　
　投票所は、郵送される投票所入場券に記載されています。
なお、今までの投票所と異なることもありますので必ずご
確認ください。

　

《投票所入場券》　
　投票日または期日前投票には、投票所入場券を持参して
ください（入場券をなくしたり、忘れても投票はできます）。
《投票できる方》　
　平成３年11月21日までに生まれた方で、平成23年８月
９日以前（転入届出をした方も含む）から本市に住所を有
し、引き続き本市に住んでいる方
《期日前投票》
　投票日に仕事や旅行などで投票できない方は、期日前投
票ができます。手続きは、宣誓書に事由、氏名、住所など
を記載します。印鑑は必要ありません。なお、期日前投票
日に満20歳にならない方は、不在者投票所での投票となり
ます。
⃝期　  間  11月11日㈮～19日㈯
⃝場所・時間　▷市役所本庁舎　午前８時30分～午後８時
　　　　　 ▷市役所表郷庁舎　午前８時30分～午後７時
　　　　　▷大信農村環境改善センター　午前８時30分～
　　　　　　午後７時   
　　　　　 ▷市役所東庁舎　午前８時30分～午後７時
　　　　　 ※いずれの期日前投票所でも投票できます。

福島県議会議員一般選挙のお知らせ

《滞在地や避難先での不在者投票》
　仕事や旅行または東日本大震災の影響による避難などで、
市外に滞在、避難されている方は、滞在地や避難先の市区
町村選挙管理委員会で不在者投票ができます。「不在者投票
請求書・宣誓書」に必要事項を記入し、本市選挙管理委員
会へ郵送してください。投票用紙の送付も郵送で行います
ので、予定のある方は、早めに手続きをしてください。なお、
「不在者投票請求書・宣誓書」は市ホームページからダウ
ンロードもできます。
《指定病院などでの不在者投票》
　県選挙管理委員会が指定する病院などに入院、入所して
いる方は、その施設で不在者投票ができます。市内の指定
病院などは、白河厚生総合病院、白河病院、田口病院、小
峰苑、しらかわの里、ひもろぎの園、聖・虹の郷です。
《郵便等による不在者投票》
　身体障害者手帳や介護保険被保険者証（要介護５）の交
付を受けている方で、公職選挙法の要件に該当する場合、
自宅で郵便等による不在者投票ができます。投票を行うた
めには、「郵便等投票証明書」の交付を受けてください。
《県内他市町村から白河市へ避難されている方へ》
　白河市で県議会議員選挙や市町村選挙の不在者投票をす
ることができますので、住民票のある市町村もしくは本市
選挙管理委員会までお問い合わせください。
※不在者投票で投票用紙の交付を受けた後、投票日または
　期日前投票所で投票する場合は、投票用紙を選挙管理委
　員会へ返却しなければなりませんので、ご注意ください。
《開票》
　中央体育館で、11月20日㈰午後８時から開始します。
　※市ホームページで、開票状況をお知らせします。
《選挙公報》
　選挙公報を11月18日㈮までに、各世帯に配布します。選
挙公報が届かない場合は、選挙管理委員会までご連絡くだ
さい。なお、福島県のホームページでもご覧いただけます。
　　　　　　　　　　　問選挙管理委員会事務局　内2510

ー
で
は
、
搬
入
さ
れ
た
枝
葉
等
を

焼
却
し
た
際
に
発
生
す
る
燃
え
殻

・
ば
い
塵
か
ら
基
準
を
超
え
る
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
た
た

め
、
施
設
内
に
そ
の
焼
却
灰
を
一

時
保
管
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
基

準
を
超
え
る
焼
却
灰
が
さ
ら
に
増

え
続
け
る
と
、
保
管
場
所
の
確
保

が
困
難
に
な
り
、
ご
み
の
焼
却
を

停
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
態
も
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
当
分
の
間
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
―
へ
の
剪せ

ん
て
い定
枝

葉
、
落
ち
葉
、
草
の
搬
入
の
自
粛

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
西
白
河
地
方
衛
生
処
理
一
部
事

務
組
合
☎
㉘
３
５
５
８
／
本
庁
舎

生
活
環
境
課　
内
２
１
６
４

⃝
日
時
　
11
月
24
日
㈭
～
30
日
㈬

／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

※
土
・
日
曜
日
は
、
午
前
９
時
～

午
後
４
時

⃝
会
場
　
本
庁
舎
収
税
課
（
１
階
）

※
期
間
中
、
特
別
な
事
情
に
よ
り

納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
の
た

め
の
納
税
相
談
も
行
い
ま
す
。
納

付
が
困
難
な
こ
と
を
説
明
で
き
る

書
類
を
お
持
ち
の
う
え
、
お
越
し

く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
収
税
課　
内
２
１
３
３

⃝
申
込
受
付
期
間　
11
月
１
日
㈫

～
30
日
㈬

※
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
し
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
（
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
の
み

の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
）。

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

「
ふ
れ
あ
い
の
場
」
創
出
事
業
実

行
委
員
会
事
務
局
（
本
庁
舎
地
域

支
援
課
内
）
内
２
２
５
７
／
Ｅ
メ

ー
ル chiiki@

city.shirakaw
a.

fukushim
a.jp

／
各
庁
舎
総
務
課

表
郷
☎
㉜
２
１
１
１　
大
信
☎
㊻

２
１
１
１　
東
☎
㉞
２
１
１
１

⃝
応
募
期
間
　
11
月
2
日
㈬
～
12

月
2
日
㈮

⃝
募
集
施
設
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

▽
白
河
市
表
郷
ク
リ
ニ
ッ
ク　
本

庁
舎
健
康
増
進
課
☎
㉗
２
１
１
２

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　　
西
白
河
地
方
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

　
正
規
雇
用
の
場
創
出
の
た
め
、

市
職
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

【
平
成
24
年
度
採
用
】

《
大
学
卒
程
度
》

⃝
職
種
・
採
用
予
定
人
員
　
行
政

事
務
　
４
人
程
度　

⃝
資
格
　
昭
和
52
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
で
、
今
年
度
す
で
に
実

施
し
た
本
市
職
員
採
用
候
補
者
試

験
を
受
験
し
て
い
な
い
方
（
学
歴

不
問
）

⃝
試
験
方
法
　
▽
第
一
次
試
験
　

教
養
試
験
・
専
門
試
験
・
適
性
検

　　
公
共
下
水
処
理
場
で
は
、
汚
泥

か
ら
低
レ
ベ
ル
の
放
射
性
物
質
が

検
出
さ
れ
た
た
め
、
処
理
場
内
に

汚
泥
を
一
時
保
管
し
て
い
る
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。
汚
泥
は
汚
水

を
き
れ
い
に
す
る
過
程
で
発
生
す

る
た
め
、
生
活
排
水
な
ど
に
含
ま

れ
る
「
汚
れ
」
を
減
ら
す
こ
と
が
、

汚
泥
の
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
洗
剤
や
シ
ャ
ン
プ

ー
の
量
を
減
ら
す
、
余
分
な
油
は

新
聞
紙
で
拭
き
取
る
な
ど
、
で
き

る
だ
け
「
汚
れ
」
を
流
さ
な
い
よ

う
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
本
庁
舎
下
水
道
課　
内
２
２
３
５

　
11
月
15
日
か
ら
平
成
24
年
２
月

15
日
ま
で
（
猪

い
の
し
しは

３
月
15
日
ま
で
）

狩
猟
が
解
禁
に
な
り
ま
す
。
期
間

中
、
狩
猟
者
は
、
ル
ー
ル
を
守
り
、

野
山
へ
出
掛
け
る
方
は
、
十
分
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
狩

猟
が
で
き
る
の
は
、
狩
猟
免
許
と

登
録
証
を
所
持
す
る
方
に
限
ら
れ
、

そ
れ
以
外
の
方
が
狩
猟
す
る
と
法

律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

問
本
庁
舎
農
政
課　
内
２
２
２
７

21 20

ホームページアドレス
http://www.city.shirakawa.fukushima.jp/
問＝問い合わせ先
内＝内線番号
◇本 庁 舎　八幡小路７-１　　  ☎㉒1111
◇表郷庁舎　表郷金山字長者久保２　☎㉜2111
◇大信庁舎　大信増見字北田58　☎㊻2111
◇東 庁 舎　東釜子字殿田表50　☎㉞2111

くらしの
情 報 館募

集

査　
▽
第
二
次
試
験
　
口
述
試
験

・
身
体
検
査
・
作
文
試
験

⃝
第
一
次
試
験
日
　
12
月
11
日
㈰

⃝
第
一
次
試
験
会
場
　
市
産
業
プ

ラ
ザ
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
（
中
田
）

⃝
申
込
受
付
期
限
　
11
月
22
日
㈫

ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）

※
第
二
次
試
験
は
、
第
一
次
試
験

の
合
格
者
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

な
お
、
第
二
次
試
験
の
日
時
お
よ

び
会
場
は
第
一
次
試
験
の
合
格
者

に
別
途
通
知
し
ま
す
。

※
受
験
案
内
お
よ
び
申
込
用
紙
は

本
庁
舎
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。

問
本
庁
舎
総
務
課　
内
２
３
１
４

　
真
剣
に
結
婚
を
望
ん
で
い
る
独

身
の
男
性
・
女
性
の
た
め
の
「
出

逢
い
の
場
」
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
す
。

⃝
日
時
　
12
月
18
日
㈰
／
午
後
２

時
～
６
時

⃝
会
場
　
グ
ラ
ン
ド
エ
ク
シ
ブ
那

須
白
河
（
西
郷
村
大
字
熊
倉
）

⃝
参
加
料
　
男
性
４
、
０
０
０
円

・
女
性
２
、
０
０
０
円

⃝
募
集
人
数
　
男
性
50
人
（
白
河

市
お
よ
び
西
白
河
郡
在
住
）
・
女

性
50
人
（
県
内
・
県
外
か
ら
で
も

参
加
可
能
）　
※
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選

臨
時
納
税
窓
口
開
設

枝
葉
等
の
搬
入
自
粛
の
お
願
い

案
内

出
逢
い
＆
ふ
れ
あ
い
の
会

指
定
管
理
者
候
補
者

市
職
員
採
用
試
験

今回変更の投票所 変更前 変更後
第14投票区 夏梨集会所 白河実業高等学校
第16投票区 サンフレッシュ白河 白河第四小学校（体育館）
第26投票区 関川窪第二集会所 寺小路集会所

下
水
汚
泥
削
減
に
ご
協
力
を

狩
猟
解
禁
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16
日
㈬
／
午
前
10
時
～
午
後
８
時

②
表
郷
庁
舎
（
表
郷
金
山
）
／
11

月
18
日
㈮
～
29
日
㈫
／
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時　
③
中
山
義
秀

記
念
文
学
館
（
大
信
町
屋
）
／
12

月
１
日
㈭
～
11
日
㈰
／
午
前
10
時

～
午
後
６
時　
④
き
つ
ね
う
ち
温

泉
（
東
釜
子
）
／
12
月
13
日
㈫
～

25
日
㈰
／
午
前
９
時
30
分
～
午
後

９
時

問
本
庁
舎
収
税
課　
内
２
１
２
５

　
⃝
日
時
　
11
月
９
日
㈬
／
午
前
10

時
～
午
後
４
時

⃝
会
場
　
白
河
商
工
会
議
所
（
道

場
小
路
）

⃝
内
容
　
㈱
ヤ
フ
ー
部
長
に
よ
る

講
演
会
、
復
興
支
援
経
営
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
相
談
会
な
ど

問
白
河
商
工
会
議
所
☎
㉓
３
１
０
１

⃝
日
時
　
11
月
13
日
㈰
／
午
前
８

時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

⃝
会
場
　
五
箇
市
民
セ
ン
タ
ー

（
田
島
）

⃝
内
容
　
新
米
手
す
く
い
取
り
大

会
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
コ
ー
ナ
ー
等

問
住
み
よ
い
五
箇
を
つ
く
る
会
☎

㉙
２
７
１
９

　
双
葉
町
の
標し

ね
は葉
せ
ん
だ
ん
太
鼓

も
参
加
し
ま
す
。
入
場
無
料
で
す
。

⃝
日
時
　
11
月
23
日
㈷
／
午
後
１

時
開
演

⃝
会
場
　
文
化
セ
ン
タ
ー
（
中
田
）

問
奥
州
白
河
太
鼓　
加か

と
う藤
☎
㉓
４

４
８
８

⃝
日
時
　
11
月
23
日
㈷
／
午
前
11

時
か
ら　

⃝
会
場
　
大
統
寺
（
馬
町
）

⃝
定
員
　
▽
宝た

か
ら
い井
琴き

ん
ば
い梅
師
匠
の
講

談　
80
人　
▽
そ
ば
打
ち
の
実
演

と
試
食
会　
60
人　
※
参
加
無
料

⃝
申
込
期
限
　
11
月
10
日
㈭
ま
で

問
大
統
寺
☎
㉓
２
７
２
３

⃝
日
時
　
11
月
11
日
㈮
～
13
日
㈰

／
午
前
９
時
～
午
後
５
時　
※
最

終
日
は
午
後
４
時
ま
で

⃝
会
場
　
ホ
テ
ル
＆
コ
テ
ー
ジ
白

河
関
の
里
（
表
郷
金
山
）

問
び
ゃ
っ
こ
い
村
手
づ
く
り
絵
本

実
行
委
員
会　
藤ふ

じ
た田
☎
０
８
０
︲

５
５
５
７
︲
７
０
７
２

　
⃝
日
時
　
平
成
24
年
１
月
８
日
㈰

／
午
後
１
時
30
分
か
ら

⃝
会
場　
▽
白
河
地
域
　
市
民
会

館　
▽
表
郷
地
域
　
表
郷
庁
舎

▽
大
信
地
域
　
大
信
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー　
▽
東
地
域
　
東
文

化
セ
ン
タ
ー

⃝
該
当
者
　
平
成
３
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
４
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
で
、
11
月
１
日
現
在

市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
。
該
当

者
に
は
、
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。

※
市
外
に
お
住
ま
い
で
、
白
河
市

の
成
人
式
に
出
席
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

内
２
３
８
２
／
表
郷
教
育
振
興
課

☎
㉜
４
７
８
２　
大
信
公
民
館
☎

㊻
２
５
１
１　
東
教
育
振
興
課
☎

㉞
３
１
４
６

⃝
日
時
　
11
月
19
日
㈯
／
午
後
１

時
か
ら

⃝
会
場
　
市
立
図
書
館（
道
場
小
路
）

⃝
入
場
料
　
無
料

問
中
山
義
秀
顕
彰
会
☎
㊻
３
６
１
４

　
11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
秋
季

全
国
火
災
予
防
運
動
週
間
で
す
。

　
一
般
住
宅
に
は
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
が
義
務
と
な
り
ま

し
た
。
な
お
、
11
月
９
日
は
「
１

１
９
番
の
日
」
で
す
。
火
災
・
救

急
時
は
、
発
生
場
所
、
状
況
な
ど

を
慌
て
ず
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

問
白
河
消
防
署
☎
㉒
２
１
５
５

⃝
会
場
・
日
時
　
①
市
立
図
書
館

（
道
場
小
路
）
／
11
月
５
日
㈯
～
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ま
ち
か
ど
伝
言
板

   

白
河
市
長
　

　     

鈴
木
　
和
夫

『
風
化
と
差
別
』

市
長
の

手
控
え
帖

和
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

五
箇
ま
つ
り

頑
張
る
ぞ
！
白
河
商
工
会
議
所
フ
ェ
ア

新
そ
ば
と
講
談
の
会

び
ゃ
っ
こ
い
村
手
づ
く
り
絵
本
展

《麻しん風しん予防接種》　

児童虐待を見つけたらご連絡を

《インフルエンザ予防接種》

　まだ予防接種を受けていない次の年齢の方は、早め
に受けましょう。
〈麻しん風しん定期予防接種の対象者〉
◦第２期：小学校入学前年度の１年間
　　　　　平成17年4月2日～平成18年4月1日生まれ
　　　　　（５歳から７歳未満の幼稚園等の年長児）
◦第３期：中学1年生に相当する年齢の方
　　　　　平成10年4月2日～平成11年4月1日生まれ
◦第４期：高校3年生に相当する年齢の方
　　　　　平成５年4月2日～平成６年4月1日生まれ
　対象者には4月に予診票を送付していますので、受け
る際に必ずお持ちください。紛失した場合は、中央保
健センターまたは各庁舎市民福祉課で再発行しますの
で、母子健康手帳をご持参ください。

　11月は児童虐待防止推進月間で
す。「虐待を受けたと思われる子ども」
がいた場合は、ご連絡ください。連
絡した人が特定されないように、秘
密は厳守します。子どもを守るため
にご協力をお願いします。
《連絡先》　
　家庭児童相談室☎㉒1150／県中児      
　童相談所白河相談室☎㉒5648

問本庁舎健康増進課（中央保健センター）☎㉗2112　
　各庁舎市民福祉課　表郷☎㉜2114　大信☎㊻2114
　東☎㉞2116　

〈本費用助成の対象者〉　
　①接種当日65歳以上
　②接種当日60歳から64歳で内部障がいがあり、身体
　　障害者手帳１・２級に該当する方
〈接種期間〉　12月17日㈯まで
〈接種費用〉　1,000円
　※65歳以上の生活保護世帯の方は接種費用が全額免
　　除になります（ただし手続きが必要です）。

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
週
間

成
人
式

納
税
推
進
に
関
す
る
標
語
・

習
字
優
秀
作
品
展

第
17
回
「
中
山
義
秀
文

学
賞
」
公
開
選
考
会

　

マ
ス
コ
ミ
は
移
ろ
い
や
す
い
。
そ
の
性
質
か

ら
し
て
、
日
々
生
起
す
る
ニ
ュ
ー
ス
へ
目
が
い

く
の
は
仕
方
な
い
。
い
ず
れ
、「
原
発
と
福
島
の

苦
し
み
」
の
報
道
が
、
大
幅
に
減
る
こ
と
は
避

け
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
国
民
の
意
識
も
変
わ

り
ま
し
た
。
上
京
す
る
た
び
思
う
こ
と
は
、
道

ゆ
く
人
が
月
を
追
う
ご
と
に
明
る
く
な
り
、
や

が
て
前
の
よ
う
に
は
し
ゃ
ぎ
始
め
、
最
近
は
災

害
そ
の
も
の
が
口
の
端
に
の
ぼ
ら
な
い
こ
と
で

す
。
残
念
な
が
ら
、
風
化
と
忘
却
が
見
え
隠
れ

し
て
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
状
態
で
一
年
た
っ
た
ら
ど
う
な
る
の

で
し
ょ
う
。
国
の
重
要
課
題
は
、
財
政
か
普
天

間
基
地
、
あ
る
い
は
総
選
挙
か
。
マ
ス
コ
ミ
に

も
隅
の
方
に
載
る
く
ら
い
。
多
く
の
国
民
は
、

せ
わ
し
く
過
ぎ
て
い
く
日
常
に
埋
没
す
る
。
地

震
・
原
発
の
惨
禍
が
、
目
に
見
え
て
忘
れ
去
ら

れ
て
い
く
よ
う
に
思
え
て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
私
た
ち
に
は
、
こ
れ
か
ら
苦
し
い
峠

越
え
が
始
ま
り
ま
す
。
避
難
民
は
い
つ
ま
で
仮

の
生
活
を
送
る
の
か
。
戻
れ
な
い
と
し
た
ら
、

ど
こ
の
地
で
再
出
発
す
る
の
か
。
人
と
し
て
の

誇
り
と
、
生
活
の
基
に
な
る
仕
事
を
提
供
で
き

る
の
か
。「
美
し
い
山
河
」
を
ど
う
回
復
す
る
の

か
。
気
が
つ
け
ば
、
福
島
だ
け
が
取
り
残
さ
れ

て
い
く
と
い
う
恐
怖
の
シ
ナ
リ
オ
を
排
除
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

近
頃
、
政
府
の
一
員
か
ら
、
福
島
は
わ
が
ま

ま
で
甘
え
過
ぎ
と
の
声
が
出
て
い
る
と
か
。
東

京
電
力
も
煮
え
切
ら
ず
、
暖の

れ
ん簾
に
腕
押
し
。
逃

げ
の
姿
勢
に
し
か
映
り
ま
せ
ん
。
よ
も
や
、「
所

詮
は
福
島
と
い
う
一
地
域
の
こ
と
」
と
、
小
さ

く
押
し
こ
め
て
し
ま
う
つ
も
り
で
は
と
疑
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
私
た
ち
は
温
順
過
ぎ
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
今
は
聞
き
分
け
の
な
い
駄
々
っ

子
に
な
ら
ね
ば
。
そ
う
し
な
い
と
、
国
も
東
電

  

大
震
災
か
ら
８
か
月
、
ほ
ど
な
く
冬
で
す
。
懸

念
し
て
い
た
こ
と
が
現
実
味
を
帯
び
て
き
ま
し

た
。
被
災
三
県
の
中
で
、
岩
手
・
宮
城
は
膨
大

な
問
題
を
抱
え
な
が
ら
も
、
再
建
の
槌
音
が
聞

こ
え
ま
す
。
遠
く
険
し
く
て
も
希
望
が
見
え
て

い
ま
す
。
福
島
に
は
こ
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
原

子
力
と
風
評
に
重
い
枷か

せ

を
は
め
ら
れ
苦
悶
し
て

い
ま
す
。
避
難
者
は
戻
れ
る
あ
て
も
な
く
、
生

き
る
意
欲
を
失
い
つ
つ
あ
る
。
戻
れ
る
あ
て
が

つ
い
て
も
、
普
段
の
生
活
が
で
き
る
ま
で
何
年

か
か
る
か
見
当
が
つ
か
な
い
。

　

頼
み
の
政
府
は
、
肝
心
な
除
染
し
た
土
砂
等

の
処
分
場
を
決
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
た
め
市
町

村
は
仮
置
場
の
確
保
を
急
い
で
い
る
が
難
航
し

て
い
る
。
県
内
に
職
が
減
り
、
若
者
は
不
本
意

な
が
ら
東
京
に
出
ざ
る
を
得
な
い
。
霧
の
中
を

さ
ま
よ
っ
て
い
ま
す
。

　
「
福
島
の
再
生
な
く
し
て
日
本
の
再
生
な
し
」

と
政
府
は
言
う
。
し
か
し
、
現
実
は
、
災
害
の

復
旧
態
勢
は
あ
ま
り
に
遅
く
、
投
ず
る
経
費
は

あ
ま
り
に
小
さ
い
。「
船
頭
多
く
し
て
船
山
に
上

る
」
が
如
く
目
標
が
定
ま
ら
な
い
。
被
災
地
に

寄
り
添
い
、
救
う
使
命
を
持
つ
復
興
大
臣
の
横

柄
で
上
か
ら
見
下
ろ
す
姿
勢
。
大
気
と
海
中
に

大
量
の
放
射
性
物
質
を
放
出
し
、
国
際
社
会
に

詫
び
る
べ
き
政
府
が
、
事
故
の
検
証
を
し
な
い

ま
ま
原
発
の
輸
出
を
口
に
す
る
。
秋
も
深
ま
る

こ
の
時
期
に
お
粗
末
な
権
限
と
人
員
で
出
発
す

る
復
興
庁
。
こ
う
い
う
対
応
で
こ
の
難
局
を
乗

り
切
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

も
テ
ン
ト
を
た
た
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
福
島
の

未
来
に
責
任
を
持
つ
者
は
、
義
の
あ
る
喧
嘩
を

避
け
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
大
災
害
が
想
像
を
絶
す
る
悲
劇
を
も
た
ら
し
、

人
類
が
原
子
力
の
管
理
に
失
敗
し
た
こ
と
を
歴

史
に
刻
み
、
日
本
再
生
の
き
っ
か
け
と
す
る
た

め
に
も
、
た
や
す
く
風
化
さ
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

も
う
一
つ
は
、
差
別
が
表
面
に
出
て
き
た
こ

と
で
す
。
京
都
五
山
送
り
火
の
薪
・
愛
知
の
花

火
・
大
阪
架
橋
工
事
の
橋
桁
・
・
・
。
こ
の
と

こ
ろ
、
放
射
能
汚
染
を
恐
れ
、
岩
手
や
福
島
産

の
使
用
を
拒
否
す
る
事
件
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
悩
ん
だ
う
え
で
の
判
断
で
は
な
い
よ

う
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
根
が
深
い
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
大
災
害
、
特
に
原
発
事
故
は
、
人

の
奥
底
に
棲
ん
で
い
る
「
差
別
」
と
い
う
陰
湿

な
も
の
を
、
白
日
に
引
き
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

白
土
三
平
の
「
カ
ム
イ
伝
」
は
、
日
本
社
会
に

潜
む
差
別
と
抑
圧
の
実
態
を
見
事
に
描
い
て
い

ま
す
。
差
別
の
根
は
い
た
る
と
こ
ろ
に
張
ら
れ
、

同
和
問
題
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
特
に
近
畿

で
は
深
い
よ
う
で
す
。

　

双
葉
か
ら
陸
前
高
田
ま
で
は
約
２
０
０
㎞
。

東
京
と
同
距
離
で
放
射
能
の
影
響
は
わ
ず
か
。

に
も
拘
わ
ら
ず
、
東
北
と
い
う
だ
け
で
こ
の
反

応
は
ど
う
し
た
こ
と
か
。
拒
否
し
た
人
た
ち
に

東
北
を
さ
げ
す
む
視
線
が
な
い
こ
と
を
願
い
ま

す
。
そ
う
い
え
ば
、
さ
っ
さ
と
職
を
投
げ
た
横

柄
な
大
臣
は
、「
部
落
解
放
の
父
」
と
言
わ
れ
た

松
本
治
一
郎
の
孫
に
あ
た
る
と
か
。
命
を
賭
け
、

差
別
を
な
く
そ
う
と
し
た
気
高
い
精
神
を
受
け

継
ぐ
べ
き
人
の
、
何
と
悲
し
い
振
る
舞
い
で
し

ょ
う
。

　

県
外
へ
避
難
し
た
方
が
、
東
北
故ゆ

え

に
、
放
射

能
故
に
い
わ
れ
な
き
差
別
を
受
け
な
い
こ
と
を

祈
っ
て
い
ま
す
。

案
内


